
航　
空　
自　
衛　
隊　
入　
間　
基　
地　
の　
第　
一　
高　
射　
群　
第　
四　
高　
射　
隊　
に　
初　
配　
備　
さ　
れ　
た　
ミ　
サ　
イ　
ル　
防　
衛　
（　
Ｍ　
Ｄ　
）　

用　
パ　
ト　
リ　
オ　
ッ　
ト　
Ｐ　
Ａ　
Ｃ　
３　
が　
四　
月　
一　
三　
日　
午　
前　
、　
報　
道　
陣　
に　
公　
開　
さ　
れ　
た　
。　
安　
倍　
晋　
三　
は　
こ　
の　

日　
、　
午　
後　
に　
官　
邸　
屋　
上　
ヘ　
リ　
ポ　
ー　
ト　
か　
ら　
陸　
自　
ヘ　
リ　
で　
出　
発　
し　
入　
間　
基　
地　
に　
降　
り　
立　
ち　
、　
空　
自　
輸　

送　
機　
に　
乗　
り　
換　
え　
て　
能　
登　
半　
島　
地　
震　
の　
被　
災　
地　
を　
視　
察　
。　終　
了　
後　
に　
再　
び　
入　
間　
基　
地　
に　
引　
き　
返　
し　
、　

夜　
八　
時　
四　
〇　
分　
に　
約　
十　
分　
ほ　
ど　
Ｐ　
Ａ　
Ｃ　
３　
を　
視　
察　
し　
た　
後　
、　
陸　
自　
ヘ　
リ　
で　
官　
邸　
に　
戻　
っ　
た　
。　
全　
く　

大　
仰　
な　
「　
軍　
事　
視　
察　
」　
で　
あ　
る　
。　

三　
月　
三　
〇　
日　
午　
前　
五　
時　
前　
、　
雨　
の　
中　
、　
地　
元　
入　
間　
・　
狭　
山　
を　
中　
心　
と　
す　
る　
約　
二　
十　
人　
が　
基　
地　
正　

門　
前　
で　
徹　
夜　
の　
抗　
議　
を　
続　
け　
る　
中　
、　
Ｐ　
Ａ　
Ｃ　
３　
搬　
入　
が　
強　
行　
さ　
れ　
た　
。　
警　
察　
は　
人　
々　
を　
隣　
接　
す　
る　

彩　
の　
森　
公　
園　
に　
強　
制　
排　
除　
、　
予　
め　
招　
か　
れ　
た　
大　
手　
マ　
ス　
コ　
ミ　
は　
基　
地　
の　
檻　
の　
中　
で　
取　
材　
し　
て　
い　
た　

と　
い　
う　
。　

愛　
知　
県　
小　
牧　
市　
の　
三　
菱　
重　
工　
業　
名　
古　
屋　
誘　
導　
推　
進　
シ　
ス　
テ　
ム　
製　
作　
所　
か　
ら　
運　
ば　
れ　
て　
き　
た　
の　

は　
、　
レ　
ー　
ダ　
ー　
装　
置　
一　
、　
射　
撃　
管　
制　
装　
置　
一　
、　
迎　
撃　
ミ　
サ　
イ　
ル　
発　
射　
装　
置　
五　
、　
情　
報　
調　
整　
装　
置　
一　
、　

無　
線　
中　
継　
装　
置　
二　
の　
計　
十　
台　
。　
米　
ロ　
ッ　
キ　
ー　
ド　
・　
マ　
ー　
チ　
ン　
製　
の　
Ｐ　
Ａ　
Ｃ　
３　
ミ　
サ　
イ　
ル　
本　
体　
は　
Ｆ　

Ｍ　
Ｓ　
（　
フ　
ォ　
ー　
リ　
ン　
・　
ミ　
リ　
タ　
リ　
ー　
・　
サ　
ー　
ビ　
ス　
＝　
対　
外　
有　
償　
軍　
事　
援　
助　
）　
で　
取　
得　
さ　
れ　
、　
前　
日　

ま　
で　
に　
秘　
密　
裏　
に　
米　
国　
か　
ら　
同　
基　
地　
に　
搬　
入　
さ　
れ　
て　
し　
ま　
っ　
て　
い　
た　
。　
Ｆ　
Ｍ　
Ｓ　
と　
は　
、　
日　
本　
の　
商　

社　
を　
介　
在　
さ　
せ　
ず　
に　
米　
政　
府　
を　
通　
し　
て　
供　
与　
を　
受　
け　
る　
も　
の　
で　
、　
対　
象　
は　
機　
密　
性　
の　
高　
い　
調　
達　
品　

に　
限　
ら　
れ　
る　
と　
い　
う　
。　

そ　
し　
て　
、　
四　
月　
八　
日　
に　
は　
産　
経　
朝　
刊　
が　
一　
面　
ト　
ッ　
プ　
で　
「　
Ｐ　
Ａ　
Ｃ　
３　
偽　
装　
作　
戦　
」　
と　
大　
見　
出　
し　

の　
リ　
ー　
ク　
を　
行　
っ　
た　
。　
事　
前　
に　
「　
敵　
」　
に　
迎　
撃　
地　
点　
を　
探　
知　
さ　
れ　
て　
標　
的　
を　
変　
え　
ら　
れ　
た　
り　
し　
な　

い　
よ　
う　
に　
、　
入　
間　
か　
ら　
首　
都　
圏　
の　
他　
の　
配　
備　
地　
や　
市　
ヶ　
谷　
、　
練　
馬　
な　
ど　
の　
駐　
屯　
地　
を　
常　
時　
巡　
回　
さ　

せ　
る　
と　
い　
う　
の　
だ　
。　
〇　
八　
年　
三　
月　
に　
首　
都　
圏　
配　
備　
が　
完　
了　
す　
る　
ま　
で　
の　
措　
置　
と　
さ　
れ　
、　
訓　
練　
名　
目　

で　
実　
戦　
並　
み　
の　
迎　
撃　
準　
備　
を　
行　
い　
、　「　
敵　
の　
目　
を　
欺　
く　
」　
と　
い　
う　
。　
同　
時　
に　
、　
平　
素　
か　
ら　
Ｐ　
Ａ　
Ｃ　

３　
の　
移　
動　
を　
人　
々　
の　
目　
に　
ふ　
れ　
さ　
せ　
る　
こ　
と　
で　
、　
緊　
急　
時　
に　
突　
然　
移　
動　
配　
備　
さ　
れ　
る　
こ　
と　
に　
よ　
る　

住　
民　
の　
パ　
ニ　
ッ　
ク　
発　
生　
を　
防　
止　
す　
る　
効　
果　
を　
も　
狙　
う　
と　
い　
う　
。　

こ　
れ　
は　
、　
ま　
さ　
し　
く　
「　
安　
心　
」　
を　
口　
実　
と　
し　
た　
、　
軍　
隊　
に　
よ　
る　
市　
民　
へ　
の　
強　
引　
な　
デ　
モ　
ン　
ス　
ト　

レ　
ー　
シ　
ョ　
ン　
に　
他　
な　
ら　
な　
い　
。　「　
守　
っ　
て　
や　
る　
か　
ら　
安　
心　
し　
ろ　
」　
と　
軍　
の　
存　
在　
を　
見　
せ　
つ　
け　
、　
慣　

ら　
さ　
せ　
て　
い　
く　
。　
そ　
の　
先　
に　
「　
や　
む　
を　
得　
な　
い　
」　
先　
制　
攻　
撃　
に　
対　
す　
る　
同　
意　
調　
達　
と　
い　
う　
真　
の　
動　

機　
が　
横　
た　
わ　
っ　
て　
い　
る　
。　
日　
常　
の　
風　
景　
の　
な　
か　
に　
軍　
隊　
の　
存　
在　
を　
溶　
け　
込　
ま　
せ　
て　
い　
く　
「　
戦　
時　
予　

行　
演　
習　
」　
に　
対　
し　
て　
、　「　
Ｎ　
Ｏ　
！　
」　
の　
声　
を　
形　
に　
し　
て　
い　
く　
必　
要　
が　
あ　
る　
だ　
ろ　
う　
。　
配　
備　
反　
対　
も　

含　
め　
て　
、　
巡　
回　
ポ　
イ　
ン　
ト　
と　
な　
る　
首　
都　
圏　
各　
基　
地　
の　
地　
元　
の　
運　
動　
間　
の　
連　
携　
し　
た　
取　
り　
組　
み　
が　
求　

め　
ら　
れ　
よ　
う　
。　

Ｍ　
Ｄ　
配　
備　
に　
関　
連　
し　
た　
動　
き　
は　
休　
む　
間　
も　
な　
く　
続　
く　
。　
私　
た　
ち　
が　
以　
前　
か　
ら　
警　
鐘　
を　
鳴　
ら　
し　
て　

き　
た　
「　
軍　
事　
秘　
密　
一　
般　
保　
全　
協　
定　
」　（　
Ｇ　
Ｓ　
Ｏ　
Ｍ　
Ｉ　
Ａ　
）　
が　
、　
四　
月　
末　
か　
ら　
五　
月　
初　
頭　
に　
も　
開　
催　

さ　
れ　
る　
日　
米　
安　
保　
協　
議　
委　
員　
会　
（　
２　
プ　
ラ　
ス　
２　
）　
で　
最　
終　
合　
意　
さ　
れ　
よ　
う　
と　
し　
て　
い　
る　
。　
イ　
ー　
ジ　

ス　
艦　
の　
秘　
密　
情　
報　
持　
ち　
出　
し　
事　
件　
を　
受　
け　
る　
形　
で　
、　
Ｇ　
Ｓ　
Ｏ　
Ｍ　
Ｉ　
Ａ　
締　
結　
が　
「　
ス　
パ　
イ　
防　
止　
法　
」　

制　
定　
へ　
と　
世　
論　
誘　
導　
さ　
れ　
る　
恐　
れ　
も　
高　
い　
。　

昨　
年　
夏　
の　
日　
米　
安　
保　
戦　
略　
会　
議　
で　
発　
題　
し　
た　
松　
村　
昌　
廣　
（　
桃　
山　
大　
学　
教　
員　
、　
芦　
書　
房　
刊　
『　
軍　
事　

情　
報　
戦　
略　
と　
日　
米　
同　
盟　
』　
著　
者　
）　
は　
、　「　
秘　
密　
保　
全　
と　
情　
報　
公　
開　
は　
表　
裏　
一　
体　
」　
だ　
と　
し　
て　
、　
ス　

パ　
イ　
防　
止　
法　
が　
「　
民　
主　
主　
義　
の　
政　
治　
制　
度　
に　
は　
不　
可　
欠　
」　
だ　
と　
論　
じ　
て　
み　
せ　
た　
。　
先　
日　
の　
フ　
ジ　
テ　

レ　
ビ　
『　
報　
道　
二　
〇　
〇　
一　
』　
で　
石　
破　
茂　
が　
さ　
っ　
そ　
く　
こ　
の　
論　
法　
を　
展　
開　
し　
た　
。　「　
軍　
事　
秘　
密　
の　
な　
い　

社　
会　
を　
」　
と　
い　
う　
私　
た　
ち　
の　
側　
の　
対　
抗　
論　
理　
を　
説　
得　
力　
あ　
る　
も　
の　
と　
し　
て　
練　
り　
上　
げ　
な　
が　
ら　
、　
Ｇ　

Ｓ　
Ｏ　
Ｍ　
Ｉ　
Ａ　
締　
結　
・　
国　
会　
承　
認　
へ　
の　
反　
対　
を　
早　
急　
に　
組　
織　
化　
す　
る　
必　
要　
が　
あ　
る　
。　

さ　
ら　
に　
、　
Ｍ　
Ｄ　
を　
大　
き　
な　
口　
実　
と　
す　
る　
集　
団　
的　
自　
衛　
権　
行　
使　
の　
解　
禁　
の　
た　
め　
の　
御　
用　
機　
関　
が　
、　

安　
倍　
に　
よ　
っ　
て　
四　
月　
中　
に　
も　
設　
置　
さ　
れ　
、　
秋　
に　
も　
結　
論　
を　
出　
す　
と　
い　
う　
。　
北　
岡　
伸　
一　
や　
岡　
崎　
久　
彦　

ら　
バ　
リ　
バ　
リ　
の　
「　
集　
団　
的　
自　
衛　
権　
行　
使　
」　
容　
認　
派　
を　
メ　
ン　
バ　
ー　
と　
す　
る　
「　
有　
識　
者　
会　
議　
」　
は　
、　
ま　

さ　
し　
く　
解　
釈　
改　
憲　
の　
最　
終　
兵　
器　
と　
言　
え　
よ　
う　
。　「　
平　
和　
憲　
法　
の　
完　
全　
否　
定　
」　
と　
の　
神　
奈　
川　
新　
聞　

（　
四　
月　
八　
日　
）　
の　
解　
説　
見　
出　
し　
は　
し　
ご　
く　
真　
っ　
当　
で　
あ　
り　
、　
御　
用　
機　
関　
の　
解　
体　
に　
向　
け　
強　
力　
な　
動　

き　
を　
作　
り　
出　
す　
必　
要　
が　
あ　
る　
。　
国　
会　
提　
出　
寸　
前　
と　
な　
っ　
て　
い　
る　
「　
宇　
宙　
基　
本　
法　
案　
」　
へ　
の　
反　
対　
も　

含　
め　
て　
、　
重　
要　
課　
題　
が　
目　
白　
押　
し　
の　
〇　
七　
年　
度　
キ　
ャ　
ン　
ペ　
ー　
ン　
を　
準　
備　
し　
て　
い　
く　
つ　
も　
り　
だ　
。　

（　
す　
ぎ　
は　
ら　
・　
こ　
う　
じ　
／　
核　
と　
ミ　
サ　
イ　
ル　
防　
衛　
に　
Ｎ　
Ｏ　
！　
キ　
ャ　
ン　
ペ　
ー　
ン　
）　
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視
点
・
論
点

⑤

Ｐ　
Ａ　
Ｃ　
３　
初　
配　
備　
か　
ら　
戦　
時　
予　
行　
演　
習　
へ　

―　
―　
Ｍ　
Ｄ　
既　
成　
事　
実　
化　
を　
は　
ね　
返　
す　
〇　
七　
年　
度　
キ　
ャ　
ン　
ペ　
ー　
ン　
を　
と　
も　
に　
！　

杉
原
浩
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